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【レコーダー】
制限付きアカウントの作成方法と使用例
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使用例
「全チャンネル録画」＋「ライブ映像では一部のカメラ映像を表示させない」

モニター レコーダー

モニターにはカメラ1-3の映像を映し、カメラ4の映像は映したくない。
レコーダーにはカメラ1-4の映像を録画したい。

カメラ1 カメラ2

カメラ3 カメラ4
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アカウントの作成
①レコーダーのメインメニューを開き、「アカウント」をクリックします。

①
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アカウントの作成

②「追加」をクリックします。②
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アカウントの作成

③「ユーザー名」「パスワード」を設定します。
④「グループ」で「user」を選択します。
⑤「システム」を選択します。
⑥「全て」の☑を外します。

③

④

⑤

⑥
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アカウントの作成

⑦「検索」を選択します。
⑧「全て」の☑を外します。

⑦

⑧
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アカウントの作成

⑨「ライブ」を選択します。
⑩ライブ映像で映したいカメラの番号の☑を付けます。
⑪「OK」をクリックして設定を保存します。

⑨

⑩

⑪
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ログアウトする

⑫メインメニューに戻り、ログアウトします。

⑫
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制限付きアカウントでログインする

⑬制限付きアカウントでログインします。

⑬
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制限付きアカウントでログインする

⑭チャンネル2はライブ映像を許可していない設定なので、映像が映らなくなりました。

⑭
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管理者権限のアカウント

⑮管理者権限付の「admin」のアカウントでは録画を再生することができます。

⑮
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管理者権限のアカウント

⑯管理者権限付の「admin」のアカウントでは全チャンネルでライブ映像を見ることができます。

⑯
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